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２０１０年１２月２２日

長野市長 鷲 澤 正 一 様

長野電鉄屋代線活性化協議会

会 長 酒 井 登 様

長野地区公共交通対策会議

代表委員 竹 内 久 幸

〃 神 山 勝

〃 池 田 清

〃 布 目 裕喜雄

〃 宮 崎 一

長野電鉄屋代線の存続に向けた第２次要望書

貴職の地域公共交通の活性化・再生に向けたご尽力に敬意と感謝を申し上げます。

さて、１１月２５日に開かれた第１０回活性化協議会は、「新たな運営形態の方

向性」として三つの案を示しましたが、拙速すぎるとの異論が相次ぎ、結論は先送

りされました。

この度、１２月２４日に第１１回活性化協議会が予定され、新しい論点整理を報

告した上で、来年２月上旬にも、一つの方向性を決めていく計画と聞き及んでおり

ます。

市議会においては、特別委員会で「拙速に今後の方向性を判断するのではなく、

市民が納得できる公的支援のあり方を含めて、今後の方向性を検討するよう強く要

望する」旨の中間報告を行うとともに、同趣旨で貴職あてに要望書が提出されてい

ます。

去る１１月２４日には、公共交通対策会議としまして、廃線の危機にある屋代線

の存続に向け緊急に要望書を貴職宛てに提出させていただきました。前回の要望事

項を踏まえつつ、新たに下記事項について要望申し上げる次第です。

沿線住民の存続に向けた熱意ある取り組みを踏まえ、沿線住民とともに存続を模

索する真摯な検討をお願いするものです。

記

１．「長野電鉄屋代線総合連携計画」は、屋代線を「必ずしも経済効率性だけで評

価するのは適切ではない」との位置付けのもとに、「貴重な社会資本である屋代

線を持続可能な鉄道として、次世代に継承できるような方策を検討する」ために

策定された計画である。重要な柱である｢新たな運営形態の移行の検討｣は鉄路存
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続を前提にした検討であるべきで、実証実験の継続や鉄路の休止・廃止によるバ

ス代替は、いわば想定外の方針といわなければならないが、総合連携計画が３年

間の計画であること、また今年度の実証実験の成果、沿線住民の利用促進活動の

さらなる取り組み等を見据え、長野電鉄株式会社への赤字補てんを前提に、パタ

ーン１「総合連携計画の見直しによる実証実験の継続」を今後の方向性としてま

とめられたい。

２．しかしながら、「総合連携計画を見直し、引き続き実証実験を実施する」パタ

ーン１は、更なる利用者増が図られるかを検証するための対応で、鉄路を活かし

た運営形態の検討と連動するものとはなっていない課題を残している。利用者増

がどこまで図れれば、鉄路存続を方向づけることになるのか、沿線住民に示され

るべきである。同時に、「新たな運営形態への移行」について、上下分離方式・

ディーゼル導入を軸に、国・県の支援を含めた公的支援のスキーム、それに伴う

沿線３市の支援スキームを真剣に検討されたい。新しい運営形態の方向性を具体

的に提示し、沿線住民はもとより広く市民の理解と合意を図る必要性から、運営

形態の結論付けは来年度に先送りされたい。

また、電化を前提とした場合に、綿内変電所の改組（長野線の変電所からの受

電またはしなの鉄道からの受電等の可否の検討）や中古車両の購入など、今後の

設備投資にかかる見直しを事業者と協議し検討されたい。

３．実証実験の継続にあたっては、しなの鉄道や長野電鉄長野線と連動した運行サ

ービスの改善を図るとともに、実証実験期間中の利用者目標を設定し、利用促進

を図られたい。

４．屋代線は両端が別の鉄道路線と接続する｢短絡線｣である。過去において廃止と

なった鉄道路線の多くは、片方が行き止まりの「盲腸線」であり、河東地域を結

ぶ「短絡線」＝屋代線の鉄道ネットワークにおける重要度は比較にならないので

ある。この重要性を再認識するとともに、さらに、国民の移動権を保障する交通

基本法の制定の動き、新年度における国交省の「地域公共交通確保維持改善事業

～生活交通サバイバル戦略」の具体化、新しい国の支援スキームの動向を見極め

つつ、鉄道と路線バス、地域循環・デマンド交通を一体とした地域公共交通ネッ

トワークの形成を展望しうる検討を掘り下げられたい。

５．活性化協議会において、拙速に方向性を結論付けることなく、活性化協議会の

問題意識について、広く沿線住民の意見を直接に聴取する「沿線住民との懇談会」

を区単位或いは学校区単位で実施し合意形成を図られたい。

また、活性化協議会の運営において、委員全員による合議・合意を基本とし、

多数決など数の論理で方向性をまとめることのないよう民主的に運営されたい。

以 上
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１２月２２日酒井副市長への申し入れ・参加者

竹 内 久 幸（長野地区公共交通対策会議・代表委員・県会議員）

池 田 清（長野地区公共交通対策会議・代表委員・市会議員）

倉 石 紘 治（長野地区公共交通対策会議・事務局長）

喜 多 英 之（長野県公共交通対策会議・事務局長）

若 林 茂（私鉄県連・書記長）

嶋 倉 仁（長野電鉄労働組合副委員長）

布 目 裕喜雄（長野地区公共交通対策会議・代表委員・市会議員）


